
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
九
年
五
月
二
十
二
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
技
術
の
活
用
に
よ
る
貯
留
量
を
排
出
削
減
量
に
算
入
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
適
切

な
削
減
目
標
を
設
定
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
究
極
目
的
の
実
現
に
向
け
て
、
中
長
期

的
に
は
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
半
減
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
適
切
に
設
定
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。

二
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
技
術
は
中
長
期
的
な
地
球
温
暖
化
対
策
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
か
ら

約
束
期
間
が
始
ま
る
京
都
議
定
書
の
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
に
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
推
進
、
再
生
可
能
エ

、

。

ネ
ル
ギ
ー
の
加
速
度
的
な
導
入

そ
の
他
都
市
構
造
の
見
直
し
等
に
よ
る
社
会
経
済
構
造
の
変
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

ま
た
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
で
検
討
課
題
と
さ
れ
た
環
境
税
及
び
国
内
排
出
量
取
引
制
度
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省

の
参
加
の
下
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
検
討
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
、
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
の
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
技
術
に
関
す
る
最
新
の
科

学
的
知
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
藻
場
、
干
潟
、
サ
ン
ゴ
群
落
等
の
海
洋
環
境
や
海
洋
生
物
へ
の
影
響
等
を
個
別
的
か
つ
慎
重
に

検
討
し
た
上
で
行
う
こ
と
。
な
お
、
許
可
の
審
査
に
際
し
て
は
、
透
明
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

四
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
を
し
た
海
域
の
状
況
の
監
視
に
つ
い
て
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
該
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
詳
細
か
つ
的
確
に
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
政
府
自
ら
も
当
該
海
域
の
状
況

を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
公
表
す
る
こ
と
。
な
お
、
貯
留
地
点
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
の
漏
洩
に
よ
り
海
洋
環
境
へ
の
影

響
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
も
、
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
。



五
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
技
術
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
の
場
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
特
定
二
酸
化

炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
に
係
る
監
視
及
び
生
態
影
響
評
価
に
関
す
る
知
見
を
精
力
的
に
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
。

六
、
特
定
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
の
海
底
下
廃
棄
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
予
算
措
置
を
含
む
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
海
洋
環
境
影
響
評
価
を
含
め
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
及
び
そ
の
安
全
性

確
保
に
つ
い
て
の
技
術
開
発
及
び
調
査
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
。

七
、
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
は
新
し
い
地
球
温
暖
化
対
策
の
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
技
術
に
つ
い
て
の
国
民
の
理
解

の
促
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
本
技
術
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
を
十
分
に
注
視
し
、
本
法
の
施
行
後
五
年
を
待
つ
こ
と
な

く
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
評
価
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

八
、
海
洋
環
境
保
全
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
二
酸
化
炭
素
以
外
の
廃
棄
物
の
海
洋
投
入
処
分
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
そ

の
量
を
削
減
し
、
陸
上
処
分
へ
の
移
行
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
海
洋
へ
の
不
法
投
棄
対
策
、
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ

対
策
等
、
海
洋
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
が
密
接
に
連
携
し
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


